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Abstract：　From　2000　to　2007，　epidemiological　surveys　of　trematodes　and　cestodes　in　such　wild　amphibians，
Cyη・P3ρyrrh・8α3鳩0ηyc乃・4αc⑩5ノαPα伽5，勘αc・舜・r‘‘35・〃6881”，　Rαηαcα∫6伽ゴ・ηα，　R，　r屍8・∫α，　R・
ρoro∫αρoro∫o，　R．η，gro1ηαc認α∫α，　R，，α80’，α80∫，8ゆノαpoη’c配∫プbr班05μ3　were　conducted　in　Kanagawa，
Yamanashi，　Nagano，　Chiba　and　Shizuoka　Prefbctures．　Each　infected　frogs　and　salamanders　harbored　two　or
more　the　following　Monogenetic　trematodes　species：D砂10r翻∫rαηoθ，　Poly3ω1ηαozα姥，　P．αoθπ3’3，　P．
r乃ocoρ乃or’，　P∫6μ40poJy5∫01πα4召η4r∫∫∫α〃η，　Digenetic　trematodes　species：Dlρ104’∫cμ∫ノαρoη’α‘∫，　D．3∫η’α‘5，
αyμ舵1履π3r乙‘80cα‘44伽，　Hααηα∫0108ぬ‘5ノαpoη’α‘5，π励伽5，　H．ηαηc加η98’∬ど51吻or，　H・ranae，
Mθ∫oco61嬬酌rθv’cαεc‘〃η，　Gor8048rα仰。’諺∫cα，　Eηcycloηz8∫rのαpoηど。麗3，　Mε9α104’5α‘55ρ．αη43c65∫04θ
5P8cノθ3ρプ」Bσ8r∫θ’∫θノθρoη∫cσ，0ρ乃∫o∫08η∫αroηθ6，彫ガro〃2∫ro　6r〃2αc6∫8μro1♪α8’（plerocercoid）．5．
8r’ηαc♂θμropα6’detected　were　important　for　public　health　because　of　infectiveness　to　humans．　、
1．目　的
　両生類の寄生虫に関する研究は，先進国では医学，
生物学，農学的立場から，我が国とは比較にならな
いほど，学問的に進んでおり，とくに欧州や米国で
は基礎的な研究である，両生類の寄生虫相，それら
の寄生虫の生活環：や感染法，病害に関して膨大な研
究報告が出ている。翻り，我が国の状況を見てみる
と，妹尾（1907）が2種の吸虫を，その後，Ozaki
（1931，35），Yamaguti（1935，36，54）などが主として
蠕虫類を報告している。戦後数十年はまったく報告
はなく，70年代に入り著者が全国の主として無尾目
類の寄生虫の調査を行っている。また，200年以降，
著者は各地の両生類の寄生虫を調査しているが，著
者の行った1970年代と比較すると，吸虫類や条虫類
など中間宿主を必要とする寄生虫が激減しているこ
とが明らかとなった。このような，種々の背景のも
とに，今後益々，生息が危惧されている両生類の寄
生虫相を明らかにすることは大変有意義で重要なこ
とである。寄生虫相を明らかにすることにより環境
汚染状況や変化が従来の一元的な調査から復元的な
調査となり，より詳細に科学的に明らかにされる。
2．調査および方法
　2000～2007年に千葉県，茨城県，神奈川県，山梨
県，長野県，静岡県に生息するアズマヒキガエル
βゆノαpo痂。μ5．角r〃20甜5，ニホンアマガエルHy如
ノαpoη∫6α，ウシガエルRoηαcα∫召診θ∫αηα，タゴガエル
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R，1αgO∫∫αgO∫，トノサマガエルR．η’grαηαC配’0如，ト
ウキョウダルマガエルR．ρoro∫αρoro∫α，ツチガエル
R，川803α，シュレーゲルアオガエル勲αCO助or粥
5ch1εgεZ‘‘，ニホンイモリCyπop3　pyrrhogα∫∫召r，ハコネ
サンショウウオ0ηycho面。∫蜘∫ノαρoπ’cμ5を採取し
（一部は購入），主として内部寄生蠕虫類の調査を実
施した。検査した部位は消化管，肝臓，気管，肺，
心臓，膀胱，筋肉を肉眼的および顕微鏡下で精査し
た。採取した幽趣のうち線虫類は80％グリセリンエ
タノールで固定後，必要に応じて虫体を透化して内
部形態を観察した。吸虫類は80％エタノールで圧平
固定，条虫類と鉤頭虫類は冷水中に数時間放置して
十分に体節を伸張および頭部の吻を出させた後80％
エタノールで固定した。これらの四体はハイデンハ
イソ鉄ヘマトキシリン液およびアラムカーミン液で
染色した。
3．結　果
1）各地での両生類の採取状況：千葉県は成田市，佐
原市，茂原市でウシガエル，トウキョウダルマガエ
ル，タゴガエル，ニホンアマガエル，茨城県は土浦
市，水戸市でウシガエル，トウキョウダルマガエル，
ニホンアマガエル，神奈川県は相模原市，小田原市，
横浜市で採取し，トウキョウダルマガエル，ニホン
イモリ，ツチガエル，アズマヒキガエル，ニホンア
マガエル，シュレーゲルアオガエル，ハコネサンシ
ヨウウオ，タゴガエル，山梨県は塩山市，甲府市で
アズマヒキガエル，タゴガエル，ツチガエル，ニホ
ンアマガエル，長野県は小県郡，飯田市，佐久市ア
ズマヒキガエル，ツチガエル，タゴガエル，ハコネ
サンショウウオ，ニホンアマガエル，ニホンイモリ，
静岡県は三島市，田方郡，下田市でトノサマガエル，
ニホンイモリ，ツチガエル，ニホンアマガエル，シ
ェレーゲルアオガエルであった（Table　l）。
2）検出された吸虫類：検出された吸虫類は単生目吸
虫類（Monogenea）5種目Dψ10ro檎rα照8，　Po妙∫∫o配α
OZαた”，　P．8ZOθη3∫3，　P．沈αCO帥。π，　P5θκ401701y∫∫0班α
46η4r∫∫’c脚），複世代吸虫類（Digenea）未同定種を
含む10種（D∫ρ104’5cμ3ノαρoη’c麗3，　D．5∫η’α‘∫，
Hαθη2α1010C乃μ∫ノα0η’C那∫，1i五　10わα’μ∫，亙　ηαηCIZOη9θη5’5
概び。ろH．rαηoθ，　G1ン1π加1捌η5　r配8000μ4α∫α，　Gor804θrα
ノαρ0η∫CO，1晩50CO6伽ηZわr6V∫CαεCμ〃2，　EηcydO耀∫rα
ノαpoη’c醐M68α104’5cμ∬p．）であった（Table　l）。
3）検出された条虫類：検出された条虫類は成虫2種
（Bα8rゴ8παノαρo雇。α，0助∫o∫α6厩αrαηoθ）と幼虫1種
（マンソン裂頭条虫プレロセルコイド5ρ∫ro，η8∫rα
εr’ηαc8’餌rqραθ’一Plerocercoid）であった（Table　l）。
4）未同定種の吸虫Mθ8αZo4’∫cμ5　sp．：千葉県，茨城
県産のウシガエルの直腸より得られた。円錐形ある
いは円柱形で，後吸盤は大きく発達している。体調
2．5－5．O　mm，三幅1．2－2．6　mm，口吸盤iの直後に位置す
る盲嚢はほとんど痕跡程度で非常に発達が悪い，筋
Table　l　Helminths　parasites　in　amphibians　form　the　Kanto　distribution　in　2000　to　2007．
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Ibaraki
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κ’obaωsρJaρon’ous，　G．εugocaαda亡a，M，　brθv’caecロm，　S．erfnace’euroρaeκ’a鐸ae），　Mega’od’sσロs　sρ，
侃jaρonlcus，　G．川gocauda之a，　M　brevFcaθcum，ρJaρσrゴσロs
P．ezσens’3，　M．　brev’σaeσumr　O．　s正口’σu3
β．ノaρση’σa
昆’oba加sρJaρoη’cu3，　G，摺goσaudata，M、　brev’caecロm．　S．e而aceleuroρaeκlarvaeλMega’oゴlscμs　sρ．
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β．jaρ0η’ca
HJaρon’cロs，鳳ranae，　H．　naπchaηge月s’s，　G．π∫gσca【κゴata，　M．　brevlcaecum，　Dしぬρoπ1cμs，0．　raηae，　GJaρση’ca，　Mega’od’scロs　sρ．
G．川gocauda亡a，　M．breyfcaecμm，ρ．　ranae，ρ．　jaρonη’σ目3
ReZOεηslSg材．　breylcaeσ口m
Mbrev’σaeσum，ρ．　jaρρη’Cμ5，　E　jaρ。nlσロε
8．ノaρonlca
P，rhacOρho40．　jaρon’σUS，　M．　brevξσaeo口m，
ル7L　brey’caecum，　D．　jaρon’C”S
P．dend再t’cσm，　M．　brev’σaeσum
Roza汽”湖．　brev8σaecum，　DJaρonlCUS
醒．breγ’σaecσm
G．rugocauda亡a，　Mbrevlcaθcum，0．　raηae，　DJaρoηn’cus
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P．dend㎡t’cumr層．　brey’caec口m
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ルf．brev’σaecロm，ρ．　jaρση’cロ3，0．　jaρoη’σa
舷brev’σaeσum，　OJaρoη’cus
κ’。ba亡ロs，　D．　jap。n’cus，　G．囮goσauda亡a，砿brev’caecum，0．　ranae，　S．　er㎞aceleumρaeκlarvae）
ML　brev’caecロm，ρ．ノaρOη’CUs
G．川gocaロdata，用．brevfσaeσμm，0．　ranaθ，ρ．　Jaρom’cus
B．jaρση’Ga
P．rわaco　hor’．　D．　b　onfσus　M．　brev’caeσum，
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肉性のよく発達した食道は細く直線で短く食道球は
ない。食道から分枝した腸管は両側の体側に沿って
後吸盤の前方で盲管に終わる。精巣は球形で大きく，
腸管分枝部直後にやや斜めに2個みられる。卵巣は
体後方の後吸盤前方に位置し，その形は楕円形で精巣
より小さい。卵黄巣は穎粒状で卵巣付近から発し，後
精巣の直後まで散在する。虫卵は大きく無色で双口吸
虫卵特有の形態を有している。今回の虫体は以上の
ような形態学的特徴からPARAMPHISTOMATIDAE
科に入り，本科は4亜科（Progonimodiscinae，
Diplodiscinae，　Pseudochiorchiinae，　Schizamphistominae）
に分けられる。本虫は形が円錐形，腹吸盤，筋肉質
の食道，卵黄巣の分布±或などからDiplodiscinae亜科の
特徴をもち，Diplodiscinae亜科は5属（ハ48gα104’5α’畠
0ρ’5〃104’5α‘5，P5θ配40ρ’5〃～04’∫α‘5，　Cα’α4∫∫α‘5，
Dψ104’∫α‘∫）が知られ，そのうち本虫は精巣が2個，
筋肉質の短い食道などからMθgα104’5α‘∫属に一致し
た。
4．考　察
　両生類に寄生する蠕虫類に関しては著者（1975，76）
によってまとめられている。それ以降日本本土では
線虫類の新属新種P5α‘40xyα5cαr’5ノαρoη∫c鵬吸虫類
の新属新種勲αco悌。∫r8〃zα’，α8αた”，　C6助α10鷹r∫ηα180∫，
新種Hα6’ηα’0106C加3　rα’1αθ，　POら，∫’0〃ZαOZα航，　P．8ZOατ5’∫，
0μ5’屠081yp乃6ノαρ011’α‘3（Uchida　and　Itagaki，1979，
Uchida　et　al．1986，1988），琉球列島では地域特産種から
線虫の新旧新種w磁砺励8η2α∫oyα17磁をはじめ
1co3f8伽5α5α∫など3新種が記載され，　Co5’ηoo6rco’4ε3
漉6α15が再記載された他，Bα飽酌01瑠ηα∫y肥μ05p’α‘1α
など多数の種の分布が記憶された（Hayashi，1960；
Hasegawa，1989，1990）。今回は関東地方を中心に6県
（千葉県，茨城県，神奈川県，山梨県，長野県，静岡
県）の両生類10種について吸虫類と条虫類を調査し
た結果，吸虫類15種，条虫類3種が検出された。そ
のうち人獣共通寄生虫症の1つであるマンソン裂頭
条虫のプレロセルコイドが茨城県産のウシガエルと
静岡県産のトノサマガエルの皮下組織より検出され
ている。とくにウシガエルは近年になり一部のレス
トランで生食をしていることから公衆衛生上問題で
ある。
　また，神奈川県では1970年代著者らが総合的に両
生類の調査を実施しており，今回のそれと比較する
と吸虫類5種，条虫類2種が検出されず，環境の変
化が着実に現れているものと推察される。
　今回我が国で初めて茨城産ウシガエルと神奈川県
産トウキョウダルマガエルにM6gα104’5α∬属の吸虫
が検出されたが，本属はすべてアメリカ大陸から報
告されており，ウシガエルが我が国に移入された時
に一緒に移入され，我が国で中間宿主も含めて適応
したものか，あるいは今後の形態や遺伝子の詳細な
る研究により 新属となるのか，移入されたのかを
明らかにする必要がある。移入されたと仮定する場
合は両生類の寄生虫での帰化は始めての例である。
また，その場合ウシガエルが我が国に移入されたの
が1918年前後であり，ほぼ80年間をかけて我が国
のダルマガエルに適応したことは生物学的に大変興
味深いものがある。
5．要　約
　2000～2007年に千葉県，茨城県，神奈川県，山梨
県，長野県，静岡県に生息するアズマヒキガエル
B顔0ノαρ0加α‘5ノ∂rη20∫雌，ニホンアマガエルHy如
ノαρoη’cα，ウシガエルRαηαcα∫8診8’αηα，タゴガエル
R，∫α80貢αgO∫，トノサマガエルR．1Z’8ro’ηαC〃α∫α，ト
ウキョウダルマガエルR．ρoro5αρoro5α，ツチガエル
R，川805α，シュレーゲルアオガエルR伽CO助or粥
∫C〃688屠 ニホンイモリ（：：yηop3ρyr漉08α3’εr，ハコネ
サンショウウオ0’zy訥。面。り，’乙‘∫ノαρ011蜘∫の寄生蠕虫
類を調査した結果，吸虫類は単三目吸虫類
（M・n・9・nea）5種（Dψ1・・c乃’・・・…，P・1y・∫・班・・z・履，
P・εZO6η∫’∫，　P・〃2α00助or’，　P58‘‘40ρ01y3∫01ηα
4飢4r”∫α〃η），複世代吸虫類（Digenea）未同定種を
含む10種（Dψ104’5c媚ノαρoη∫α‘5，　D．5∫13’α‘5，
H・α溜・1・C加∫ノα・12’α∬，且励α嬬忍ηαηC乃αη98η3’∫
’吻・ろ且rαηα8，αy励θ〃痂∫rμ8・Cα‘44α∫α，G・r8・48rα
」αρ0η’Cα，ハ4召30CO61此‘’励rθV’Cα6C麗1η，　Eπ6yc10’腋rα
ノαρ012’α‘3，M6gα104’5α‘5　sp．）で，条虫類は成虫2種
（Bαεr’6παノα〃。π’cα，Op乃’o’αθη∫αrαηα6）と幼虫1種
（マンソン裂頭条虫プレロセルコイド3ρ’ro1ηε∫rα
8r’ηαc8∫α‘roPα6’一Plerocercoid）であった。
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